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2 学期が始まり 1 か月がたちました。子供たちは生活のペースを取り戻し、1 学期に

学習したことを思い出しながら頑張っています。授業中の態度や発言の仕方・相手を意

識した話し方等の学習内容が、普段の生活の中でも自然と見られることが徐々に増えて

きて、それぞれのお子さんの成長を嬉しく感じています。 

しかし、２学期は長く、中だるみが見られることもあります。その都度、基本に立ち

返り、1 年の折り返し地点のこの時期から、次の学年に向けて（６年生は中学校進学に

向けて）それぞれの課題を確認しながら指導・支援していきたいと思います。 

令和４年９月３０日 

日の出町立平井小学校 

支援教室「まなぼルーム」担任 

 

 

小集団学習・・・スピーチ「最近の出来事」 

共同作品作り「和紙のはり絵」 

「2 学期まとめの会」を開こう  

サーキット運動Ⅱ（１～３年生）等 

個 別 学 習・・・各自の課題、振り返り 等 

 

１０月の学習予定  

【指導の中から】  共同作品作り「和紙のはり絵」 

 

 ９月半ばから、11 月の展覧会に向け、まなぼ全員の共同作品として「和紙のはり絵」

に取り組んでいます。大きな 1 枚の絵を 32 分割し、一人１枚を担当してグループの時

間に行っています。 

1 回目の指導では、和紙をもんで柔らかくし、1.5 ㎝四方程度の大きさにちぎる作業

を行いました。高学年は「親指の先くらいの大きさ」という指示で、低学年は見本を渡

してそれと同じくらいの大きさを意識して、ちぎっていきました。大きさをそろえるた

めには、指先の動きを調整したり、ちぎった他の和紙と見比べたりする必要があります。

どのグループも、『ていねいに作業しよう』というめあてを意識して、手元をよく見て集

中して取り組むことができていました。 

2 回目からは、ちぎった和紙を 1 枚ずつ、のりを付けて台紙に貼っていく作業です。

自分の担当の台紙の絵と、図案や色見本を見比べて、何色の和紙が必要か分かったら、

先生の所へもらいに行きます。『相手を見てやりとりしよう』というめあてを意識して、

「○○先生、○○色の和紙をください。」と相手の目を見てお願いします。「どうぞ。」と

渡されたら、「ありがとうございます。」と、また相手の目を見てお礼を言います。和紙

やのりは、あえて少なめに渡すので、足りなくなるとその都度、先生の所へもらいに行

くことになります。このやり取りを何度も繰り返すことで、コミュニケーションや社会

性の向上をねらっています。 

和紙を台紙に貼るのは、地道で集中力が必要な作業です。最初は、指にのりが付いて

ベタベタすることに抵抗があったり、面倒に思ったりする様子が見られた子供たちもい

ました。しかし、作業に慣れてくると、どの子も言葉数が少なくなり、しっかり指先を

使って、一定時間集中して取り組むようになりました。『のりは和紙全体にうすくぬる』

『すき間なく貼る』というポイントを意識して、頑張っています。 
 

９月現在 2７人のまなぼ在籍児童全員で 

一つの作品を制作する、という体験を通し、 

役割分担や協力するということを実感させ、 

社会性の向上にもつなげていきたいと考え 

ています。 

作業は、個別の時間等も利用しながら、 

10 月中に終わる予定です。全員の台紙が 

貼り終わったら、教職員で大きなパネルに 

貼り合わせて完成です。 

11 月の展覧会をぜひお楽しみに！ 
 

～ 授業参観週間について ～ 

 2 学期の授業参観週間を次のとおり行います。連絡ファイルの事務連絡欄で時程等

についてお知らせしていますので、ご確認ください。 

子供たちの日頃の様子をご覧いただくよい機会です。ご多用とは存じますが、ぜひ

ご参観ください。 
 

【期間】 １０月３日（月） ～ １０月７日（金） 
 

なお、ご都合がつかない場合はこの期間以外に参観していただくことも 

可能です。連絡ファイルや電話等で、まなぼ職員までご連絡ください。 

  

 

 

＊和紙のはり絵(図案)＊ 

題名『ひいらちゃんの展覧会』 
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